
第１回国土形成計画モニタリング手法研究会における主な

１．国土形成計画のモニタリング

１）国土形成計画のマネジメントサイクル

○国民に参加を求めることで良くなっていくことは多くある。単に全般的に

ニタリングではなく、戦略的な目標などの目的に照らして評価するような

ないか。

○民間では、モニタリングとは目標達成するためのプロセスを管理するため

在の国土モニタリングのサイトは定点観測に近い形であるが、それを変え

旨であることは理解した。

○モニタリング結果から評価を行う場合、一般人の知識ではすぐに評価に入

徐々に知識を得て評価できるようになるまでの時系列を考える必要がある

○国土形成計画に目標値が書かれているのを見たことがなく、指針性とどう

不明である。具体的なデータを出せない分野があるのは理解するが、どの

くのか教えて欲しい。

○今まで、市町村レベルで計画を作ってきたものが国土形成計画で圏域や地

たが、個々の政策がそれに向かっているか疑問がある。

○アウトプットだけでなく、予算がどのくらい使われたかなどインプット情

２）モニタリング指標のあり方

○資料 2 における『「国土のモニタリング」における検討課題』の中で、「モ

順・実施体制」については構築された部分もあるので、指標のあり方（国

ぼす効果や満足度が適切に把握できるようなモニタリング指標）について

すべき課題である。

○これまでのモニタリングは施策の分析ツールにとどまっており、今回の研

ターゲットとするか、次回で議論したい。
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２．国土をめぐる様々な情報のモニタリング

１）基礎的情報の更なる収集・分析

○基礎インフラとして、統計をしっかり作ってくことが重要。

○平成 22年に予定される経済センサスとの整合などにも配慮が必要。

○国勢調査は平成 17 年のものが出ており、モニタリングも最新のデータを用

きるとよい。

○モニタリングでは、メニューをどう作るかが問題で、場合によっては今ま

作る必要もある。例えば観光に関して海外から入ってきた外国人の動きが

２）統計地図による表現

○地図との重ねあわせにより、地理的な分布が分かることが重要。

○量ではなく質についての議論が重要。例えば土地利用についてもどのよう

かを扱うべき。

○例えば大都市と地方都市で人口が激変しているが、市町村合併が多数あっ

の見せ方とともに注釈が必要であろう。

２）国民との情報の共有・プライバシー

○原データを国民と共有することができるよう、公開していくことが重要。

○使い勝手について言うならば。例えば参院選挙の結果と地域の人口の増減

比較できるようになっていると便利であり、新聞記者などはこういうもの

を望んでいる。公表されているデータを用いて、利用者が使い勝手のいい

ことができることが大事。

○一次データを公開し国民が自由に分析できるようにすることは賛成。

○地価データは意図的に作られたものもあるので、公開は慎重にすべき。

○地価データなど、データ公開することによって、住む人が少なくなるなど

ともあることを理解しておくべき。

○地理情報はミクロに表示できることも必要なのだが、プライバシー保護の

る内容は議論が必要。
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